
定期点検
第２

ｻｲｸﾙ
定期点検

第
５

定期
点検

第
６

定期
点検

第
７

定期
点検

第
８

定期
点検

第
９

定期
点検

定期
点検

第
10

燃料
交換

40％出力プラント確
認試験

出力上昇試験
第１サイクル

第３
ｻｲｸﾙ

第４
ｻｲｸﾙ

定期点検 …

細 目 性能試験 ２Ｃｙ ３Ｃｙ ４Ｃｙ ５Ｃｙ ～９Ｃｙ 10Ｃｙ以降

「もんじゅ」工程案
（検討の前提条件）

①換気空調設備設計
評価

・プラント特性試験

・設計時性能・機能評価

②メンテナンス冷却系
設計評価

・プラント特性試験

・設計時性能・機能評価

期待される
研究開発成果

②40％出力の計画停止
時の試験結果に基づ
く除熱特性評価

①性能試験データに基
づく設計妥当性確認

②性能試験データに基
づく設計妥当性確認

①定検時の雰囲気置
換運用性実証

①定検データに基づく設
計妥当性評価

②各機器の定検データ
に基づく設計妥当性
評価

①、②
・継続運転による長期的な運用性の実証
・初期故障分析による設計妥当性まとめ

窒素雰囲気室内温度室温データ取得、空調機器運転データ取得

換気空調設備設計容量妥当性評価、室内機器の放熱量評価

継続運転による長期的な
運用性の実証

換気空調設備の継続運転データ取得、設備の検査成績データの
取得、定検時の雰囲気置換運用性実証

メンテナンス冷却系設備運転データ取得

メンテナンス冷却系の除熱容量裕度評価、系統・機器の運用性評価

経年変化の監視

定検時における運転データ取得、定検成績データ取得

参考資料３－１－２ ②機器・システム設計技術
発電所補助システム設計技術 （２/２）
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「もんじゅ」系統図

検査ロボットガード
ベッセル

原子炉容器廻り検査装置

蒸気発生器

検査プローブ

蒸気発生器伝熱管検査装置

検査ロボット
１次系の主配管

１次主冷却系配管検査装置

原子炉容器

・高温雰囲気（約200℃）
・高放射線環境（最大10Sv/hr）
・無軌道の狭隘（幅30cm）空間を自動走行

など

・配管屈曲部（エルボ）の自動走行/検査
・高放射線環境（配管への取付時間：目標５分以内）
・ｶﾌﾟﾗﾝﾄ（接触媒質）不要のﾀｲﾔ型超音波探触子
など

・強磁性体材料（蒸発器）
・厚肉（3.5mm以上）
・プローブの挿入が困難な長尺（約90m）

かつ複雑形状の伝熱管 など

特徴 特徴 特徴

「もんじゅ」の原子炉容器、１次主冷却系配管および蒸気発
生器伝熱管の供用期間中検査に用いる検査装置について、
整備を終了した上で、保全計画に従い「もんじゅ」に適用し、
高温・高放射線環境などを特徴とする高速炉機器のＩＳＩ技術
を開発する。

開発整備しているループ型炉特有な検査技術を実機で適用し、信頼性や確実性向上を
目指した開発を実施する。

注）蒸気発生器伝熱管ＩＳＩ技術は、水系を有する大型ナトリウム施設でしか取得で
きず「もんじゅ」が最適。

原子炉容器や１次主配管用ＩＳＩ技術の実証は、高放射線環境下である実機
ループ型炉である「もんじゅ」でしか実施できない。

参考資料３－１－３ ③ナトリウム取扱技術
供用期間中検査（ＩＳＩ）技術 （１/２）
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定期点検
第２

ｻｲｸﾙ
定期点検

第
５

定期
点検

第
６

定期
点検

第
７

定期
点検

第
８

定期
点検

第
９

定期
点検

定期
点検

第
10

燃料
交換

40％出力プラント確
認試験

出力上昇試験
第１サイクル

第３
ｻｲｸﾙ

第４
ｻｲｸﾙ

定期点検 …

細 目 性能試験 ２Ｃｙ ３Ｃｙ ４Ｃｙ ５Ｃｙ ～９Ｃｙ 10Ｃｙ以降

「もんじゅ」工程案
（検討の前提条件）

①原子炉容器ＩＳＩ技術

②１次主配管用ＩＳＩ技術

③蒸気発生器伝熱管
用ＩＳＩ技術

期待される
研究開発成果

①～③
ＩＳＩ実施（第１回定
検で使用した装置
分）

①～③
ＩＳＩ実施（第２回定
検で使用した装置
分）

①～③
・「もんじゅ」ＩＳＩ経験のまとめ（検査

精度、検査期間、コスト、技術的
要点等)

・改良技術の開発成果、導入経験
のまとめ

第１回定検ＩＳＩ準備 ＩＳＩ実施※

第２回定検ＩＳＩ準備 ＩＳＩ実施※

第３回定検ＩＳＩ準備 ＩＳＩ実施※

※「もんじゅ」ＩＳＩの実施時期、
実施頻度は検討中

国際協力の
可能性有り

点検・整備

検査装置の改良・改造

モックアップ
機能試験

検査装置の改良・高度化

センサ/プローブ開発・改良

信号処理
ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ開発

信号処理ｼｽﾃﾑの改良・改造

ｾﾝｻ/ﾌﾟﾛｰﾌﾞ製作

参考資料３－１－３ ③ナトリウム取扱技術
供用期間中検査（ＩＳＩ）技術 （２/２）
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放射性物質挙動のデータ

ナトリウム純度確認のデータ

１次冷却系、２次冷却系のナトリウムをサンプリングし、ナトリウム中の不純物濃度を測定する
ことで、腐食生成物発生の主要因子である酸素濃度の運転データ及びトリチウムの移行分布の
主要因子である水素濃度の運転データが取得できるとともに、ナトリウム中への不純物持込量や
コールドトラップの純化効率の評価を行うことができる。実機規模でループ型としてのデータ取得
は、「もんじゅ」のみである。

このデータは、将来炉での線源評価コードの適用性や検証、及びコールドトラップの設計、ナト
リウム純度管理の運用基準を設定するために不可欠なデータである。

１次冷却系内の放射性腐食生成物の分布、特に配管・機器表面への沈着分布に関する
データを得ることができる。また、１次系、２次系及び水・蒸気系のトリチウムを測定し、トリチウム
分布に関するデータを得ることができるのは「もんじゅ」のみである。これらのデータを基に、計算
コードの検証を通して解析評価手法の確立を図り、将来予測評価を行って被ばく低減化及びトリ
チウム管理の検討へ反映させることができる。

１次系／２次系のナトリウム中の酸素、水素濃度や１次系配管・機器に付着する放射化
物質（ＣＰ等）の挙動特性を実環境下でのデータとして取得し、ループ型高速増殖炉発
電プラントのナトリウム管理技術を確立する。

参考資料３－１－３ ③ナトリウム取扱技術
ナトリウム管理技術 （１/４）
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放射性腐食生成物（ＣＰ）の配管沈着密度とこれらに起因す
る機器・配管周りの線量率を測定。

計算コードによる線量率予測評価(例)

・計算コードの検証、解析評価手法の確立への反映
・点検・補修時における作業員の被ばく管理への反映

１次冷却系放射性物質の挙動評価

 
（CLスナバ配管保温材表面）
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 （HLスナバ配管保温材表面）
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ＥＶＳＴへの炉心構成要素搬入本数とナトリウム中酸素濃度

系統昇温時の配管機器表面からの不純物溶出量や
燃料交換時等の不純物持込量をコールドトラップ温度
及びプラグ温度により評価する。

系統昇温による不純物溶出量や燃料交換に
伴う不純物持込量評価

日数（day）

参考資料３－１－３ ③ナトリウム取扱技術
ナトリウム管理技術 （２/４）
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大型機器、燃料集合体等の洗浄データ等の蓄積ナトリウム純度管理、腐食生成物挙動のデータ取得

・ナトリウム純化精製装置（コールドトラップ）の不純物純化効率
（η）評価

・系統昇温や燃料交換に伴う不純物持込量評価

・ナトリウム純度管理基準値評価のためのプラギング計温度及
びサンプリング・分析による純度測定方法の検証

・従来型ＣＴの再生方法検討

・ＣＰを含んだ照射済燃料集合体洗浄廃液の減容固化技術
評価

・大型ナトリウム機器等の洗浄処理技術評価

・点検、保守・補修に伴うナトリウム機器の開放・取り出し等の
取扱い方法検討

・洗浄系の系統除染の必要性検討

・定期検査への適用

・大型ナトリウム機器等洗浄処理技術の開発

「もんじゅ」廃棄物処理系統

これらの研究をもとに

・廃棄物となるＣＴの減容技術
の開発

｢もんじゅ｣１次系ＣＴ構造

参考資料３－１－３ ③ナトリウム取扱技術
ナトリウム管理技術 （３/４）
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定期点検
第２

ｻｲｸﾙ
定期点検

第
５

定期
点検

第
６

定期
点検

第
７

定期
点検

第
８

定期
点検

第
９

定期
点検

定期
点検

第
10

燃料
交換

40％出力プラント確
認試験

出力上昇試験
第１サイクル

第３
ｻｲｸﾙ

第４
ｻｲｸﾙ

定期点検 …

細 目 性能試験 ２Ｃｙ ３Ｃｙ ４Ｃｙ ５Ｃｙ ～９Ｃｙ 10Ｃｙ以降

「もんじゅ」工程案
（検討の前提条件）

① ナトリウム純度管理
技術の確立・高度化

② 放射性物質の冷却系
内の移行挙動評価

③ ナトリウム蒸気管理
技術

④ ナトリウム洗浄・処理
技術

期待される
研究開発成果

④大型機器、燃焼燃料
等の洗浄を通じた洗
浄技術検証

①純度管理技術の確立 ②放射性物質挙動の出力運転依存性
の評価、評価手法の検証

③ナトリウム蒸気対応設計検証

④数サイクル燃焼燃料等の洗浄を通じ
た洗浄技術検証

①ＣＴ交換
（10Ｃｙ）

③ＶＴﾌｨﾙﾀ交換
（10Ｃｙ）

取得データによる解析コード検証・統合化

純度管理・分析方法の妥当性
評価・ＣＴ運転最適化

起動準備・運転時のデータ取得

機器洗浄処理データの継続的蓄積

洗浄方法等
検討・評価

洗浄方法等
検討・評価

機器洗浄処理・燃料処理データの取得

起動準備・運転時のデータ取得

ナトリウム蒸気等対応設計検証
１次・２次系

ベーパトラップ（ＶＴ)
フィルタ交換

１次系ＣＴ交換

データ取得継続起動準備・運転時のデータ取得

２次系コールド
トラップ（ＣＴ)交換

参考資料３－１－３ ③ナトリウム取扱技術
ナトリウム管理技術 （４/４）
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